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　平　面　図　A3　S=1:500

上　田　市　役　所

　標準横断面図　A3　S=1:50

図面番号  1 葉中之  4

令和2年度　消防施設整備事業
耐震性貯水槽新設工事（野倉）

7 1 6 . 7

上田市野倉742番地2
野倉

点検用梯子付　２ピット　鋼製　一体タイプ
耐震性貯水槽　40m3　FSF419-A型

既設防火水槽撤去
鉄筋コンクリート V=7.4m3
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実施図

上　田　市　役　所

葉中之  4

□1200
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基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ　6800

基礎砕石・均しｺﾝｸﾘｰﾄ　7000

タンク全長　6774
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令和２年度　消防施設整備事業
耐震性貯水槽新設工事（野倉）

上田市野倉742番地2
野倉
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ピット底砂充填

基礎砕石　t=15cm
(RC40-0)

(洗滌砂)

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ　3300

基礎砕石・均しｺﾝｸﾘｰﾄ　3500

アンカーピッチ　3060

均しｺﾝｸﾘｰﾄ　t=5cm

(21-12-25BB　W/C=55%以下)

点検用梯子付　2ピット　鋼製　一体タイプ

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ　t=15cm

発生土・良質搬入土埋戻
※転圧あり

砕石埋戻（RC40-0）

　安全確保のため、タンパ等による各層転圧無し

　沈下防止に配慮すること
　ただし、埋戻最上面からの突固め・水締め等の

　埋戻し表面は、グラウンド表土材にて復旧すること

耐震性貯水槽　40m3　FSF415-A型

1：
0.5

保護コンクリート
□1200(18-8-25BB W/C=60%以下)B

鉄蓋（φ600　ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟ充填ﾀｲﾌﾟ）

7482

5345

B'

※転圧なし

水槽外径φ

（ＦＲＰ厚み含む）297
2



床掘 砕石埋戻（転圧なし）

発生土埋戻（転圧あり）
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防火水そう
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基礎砕石（RC40-0)

コンクリート（18-8-40BB)

φ60.5-2.3t

スパイラルダクト　φ500-0.6t

　標識「防火水そう」　A3　S=1:50

300 300

1,100

図面番号  3

□1000

A3　S=1:50土量算出図
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660.4

ピット底砂充填

控除　(0.314*0.314*3.14)*0.35 = 0.11m3

(1.0*1.0)*0.50 = 0.50m3

実施図

上　田　市　役　所

葉中之  4

ピット部分：1.0*1.0*0.15*2 = 0.3m3
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　　　(0.33*0.33*3.14)*0.50*2 = 0.3m3　　(吸管投入孔)

合計　(0.50-0.11)*2 = 0.8m3
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25.9㎡

49.4㎡

85.1㎡

(85.1+25.9)/2*3.981 = 220.m3 (49.4+25.9)/2*1.845 = 69.5m3

控除　3.5*7.0*(0.15+0.05) = 4.9m3      　(基礎砕石・均しｺﾝｸﾘｰﾄ)

　　　3.0*6.8*0.15 = 3.1m3　　　　 　　　(基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ)

　　　(1.486*1.486*3.14)/2*6.774 = 23.5m3　(貯水槽)

合計　69.5-(4.9+4.1+23.5) = 37.0m3

(85.1+49.4)/2*2.136 = 143.6m3

　　　(1.486*1.486*3.14)/2*6.774 = 23.5m3　(貯水槽)

合計　143.6-(23.5+0.3) = 119.8m3

令和２年度　消防施設整備事業
耐震性貯水槽新設工事（野倉）

上田市野倉742番地2
野倉

水槽外径φ

（ＦＲＰ厚み含む）297
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基礎砕石・均しｺﾝｸﾘｰﾄ　3500

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ　3300

アンカーピッチ　3060
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既設防火水槽　4.3*4.3*1.35=25.0m3

合計　220.9+0.3-25.0 = 196.2m3
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上　田　市　役　所

図面番号　4 葉中之　4

令和２年度　消防施設整備事業
耐震性貯水槽新設工事（野倉）

上田市野倉742番地2
野倉
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鉄筋重量表

※鉄筋に結束のこと

鉄筋加工図

Ｎ）

Ｎ）

Ｄ１３合　計

総重量 ㎏

㎏

⑧D13×910×8

⑦D13×2010×8

⑥D13×700×8

（板厚＝６ｔ以上）
又は鋼材加工品
溝型鋼

Ｍ２４ナット

寸切りボルト（メッキ処理　又は　現場で錆止め処理）
Ｍ２４

170100
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※　Ｄ１３、ＳＤ２９５以上を使用

※　鉄筋重量表は継手を考慮しない場合の重量としている。

※継手長さは４０ｄ以上、隣合う継手の位置は２５ｄ以上とする。

40d以上

25d以上

（1/10）

継手詳細

アンカーボルト詳細図
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